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 ＪＲ中央本線の沿線には、駅から歩き

出して日帰り出来る手頃な山が多い。高

川山 (976m)もその一つで、富士山展望の

名所である。  

２月上旬、その高川山に出かけた。初

狩駅から登り、帰りは、長躯、天神峠経

由で大月駅に下山する計画とした。下山

途次の大月・旧陸軍防空監視所跡見学が

ミソである。  

朝 9 時、初狩駅出発。自徳寺橋を渡り

墓地脇の林道をボチボチと登る。シイタ

ケ栽培場を過ぎた後、新登山道入口の道

標に従い、ヒノキ林の中のジグザグ登り

が始まる。 9 時 50 分男坂女坂分岐点に

出て、迷わず左手の男坂に向かった。傾

斜のキツい小尾根の直登である。 10 時

20 分、女坂道を合わせ、ちょっとした

台地に出て一息入れた。目の下には初狩

の市街が光り輝く。  

後は、林が明るい雑木に変わり、足下

には ミ ヤコ ザサ の 広 がる 心 地よ い道 と

なって 10 時 40 分、高川山頂上に到着し

た。360 度の展望。圧巻は真っ白に光り

輝く富士山、その左に道志、丹沢の山々、

遙か に 鳳凰 三山 な ど 南ア ル プス 前衛 の

山並み。振り返ると滝子山、雁ヶ腹擦山、

三 頭 山 、 そ の

右 に 倉 岳 、 高

畑 、 九 鬼 山 な

ど が 軒 を 連 ね

て見えた。  

し かし、こ

の 展 望 を 作 る

た め に 立 木 を

伐 り ま く っ た

せ い か 、 丸 坊

主 の 頂 上 広 場

の ぬ か る み が

酷 い 。 丸 太 を

敷 き 並 べ て は

あるが足の踏み場もなく、行儀悪いがベ

ンチに足を揚げて休憩した。  

11 時 15 分下山開始。山頂から東に急

な 尾 根 を下 り小 さ な ピー ク を二 つ程 越

した後、田野倉・禾生方向の標識に従い

下って行く。 12 時馬頭観音に着き、こ

こで田野倉への道を右に分けて、天神峠

経由の市境の尾根道に踏み出した。  

桂 川 と 笹 子 川 の 合 流 点 ま で 延 び る こ

の尾根道は、山と高原地図に載ってはい

るが、利用者もあまりいないのか踏み跡

も覚束ない。時には藪漕ぎもある。地図

とコンパス片手に、慎重に尾根筋を確か

めながら進む。漸く 14 時、防空監視所

跡のむすび山に到達した。先の大戦時、

本 土 空

襲 の 米

軍 爆 撃

機 は ま

ず 富 士

山 を 目

標 に 飛

来 し た

とかで 、

その た め大 月監 視 所 は首 都 の空 襲予 告

に重要な役割を果たしていたとのこと。

石垣造り竪穴の監視所跡を眺め、往時を

思い 感 慨を ひと し お 深く し たこ とだ っ

た。むすび山を下り、大月の市街を歩い

て 15 時、ＪＲ大月駅に到着した。  
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